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◆研究報告
















































対象となる高齢者の延べ人数は 61 名で，男性 29 名，女
性 32 名だった．高齢者の年齢は 65 歳～ 95 歳で，平均
81.4 歳（SD:6.6），中央値は 83.0 歳だった（図１）．ま
た，報告書の中に記述していたコンサルテーション回答














BPSD（行動心理症状：behavioral and psychological 
symptoms of dementia）へのケア」が 9 ラベルだった．




























なった高齢者の年齢は 65 歳～ 88 歳（図 3）であり，平


























































れに関するものが 11 ラベルのうち 8 ラベルあり，残り
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